



















２　「日用品」からの脱却      鳥取新民藝の生産様態    




































































































































































































































































































































































































註１  代表的な文献としては，金谷美和「文化の消費      日本民芸運動の展示をめぐって     」『人文学報』
第77号1996年，金谷美和「『民衆的工芸』という他者表象      植民地状況下の中国北部における日本
民芸運動     」『民族学研究』第64巻４号2000年，小畠邦江「柳宗悦の足跡と産地の地図化     『日本
民藝地図屏風』の成立を中心に     」『人文地理』第53巻第３号2003年，石川祐一「河井寛次郎の建
築意匠      民芸運動による建築的成果     」『デザイン理論』第46号2005年，濱田琢司『民芸運動と
地域文化      民陶産地の文化地理学     』思文閣出版2006年，濱田琢司監修『あたらしい教科書　11 
民芸』プチグラパブリッシング2007年，Brandt Kim. Kingdom of Beauty:MINGEI AND THE 
POLITICS OF FOLK ART IN IMPERIAL JAPAN, Duke University Press, 2007等。
２  鳥取新民藝の実践は現在まで継続中だが，研究例は小畠邦江「昭和初期に記述された郷土と手仕
事      山陰の民藝運動と牛ノ戸窯を事例として     （「郷土」研究会編『郷土      表象と実践     』嵯
峨野書院，2003年所収），Brandt, op. cit. pp. 83‒123，猪谷聡「民芸運動の実践      吉田璋也の活動を
例に     」（デザイン史フォーラム編『近代工芸運動とデザイン史』思文閣出版，2008年所収）等。
概説書は，牧野和春『吉田璋也と鳥取県の手仕事』牧野出版1990年，鳥取民藝協会編『吉田璋



































































34  出川直樹『人間復興の工芸     「民芸」を超えて     』平凡社ライブラリー，1997（1988）年，340頁。
なお50年代に入ると，「無心の美」を個人作家の意図的な指導によって実現すべきだと説く柳の提案
それ自体の論理的問題点が，門弟の三宅忠一らによって指摘され始める。詳細は，前掲１）濱田『民
芸運動と地域文化』補章251‒280頁参照。ただし，本論の目的は「無心の美」に関する柳の見解の妥
当性を問うことではないので，この問題については別稿を期したい。
35  Brandt, op. cit. pp. 122‒123参照。
36  実践初期の方針に関する吉田の述懐より。吉田璋也「鳥取民芸協団と私」『民藝』36号，1955年，2‒4
頁，3頁。
37  金谷美和作成の「民芸運動展覧会年表」によれば，鳥取新民藝の実践以前における〈民藝〉の展覧会
は以下の４つ。「日本民芸美術館主催・日本民芸品展覧会」（1927年，東京銀座鳩居堂）・「御大礼記念
国産振興博覧会に『民芸館』出品」（1928年，東京上野公園）・「日本民芸美術館主催・日本民芸品展
覧会」（1929年，京都大毎会館）・「日本民芸美術館披露」（1931年，静岡県浜名郡積志村高林兵衛邸
内）。以上，前掲１）金谷「文化の消費」91頁参照。
43
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